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十
一
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

電
話
㈱
〇
三
＝
二

振
替
東
京
三
七
六
Q
O

発
行
人
阿
部
竜
伝

編
集
者
伊
東
堅
純

印
通
所
ル
ソ
ピ
ニ
社

混
迷
を
続
け
る

南
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
状
勢

現
地
調
査
に
中
山
国
際
局
長
派
遣

　
樫
ベ
ト
ナ
ム
の
ユ
エ
に
お
け
る
仏
教

徒
と
ゴ
政
権
と
の
衝
突
は
、
そ
の
後
サ

イ
ゴ
ン
を
中
心
と
し
た
南
ベ
ト
ナ
ム
全

土
に
広
が
り
、
ゴ
政
権
に
対
す
る
不
満

は
目
を
追
う
て
深
刻
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
以
下
は
外
務
省
側
の
資
料

に
基
づ
い
て
政
情
不
安
を
つ
げ
る
南
ベ

ト
ナ
ム
状
勢
を
再
び
探
っ
て
み
た
。

　
　
根
強
い
仏
教
徒
の
不
満

　
南
ベ
ト
ナ
ム
の
人
口
は
約
千
二
百
万

人
で
そ
の
八
割
が
仏
教
徒
。
此
処
の
仏

教
は
中
国
を
通
じ
て
北
部
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
順
次
南
下
し
て
来
た
大
乗
仏
教
で
あ

る
。
李
朝
（
一
〇
〇
九
－
一
二
二
五
）
、

陳
朝
（
一
二
二
五
－
一
四
〇
〇
）
の
世

に
は
大
い
に
栄
え
、
帝
位
を
棄
て
仏
門

に
投
じ
た
皇
帝
が
三
野
も
居
る
位
で
あ

る
。
所
で
南
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
は
か
ね

が
ね
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る

ゴ
・
ジ
ソ
・
ジ
エ
ム
大
統
領
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
偏
愛
政
策
に
強
い
不
満
を
持

っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
誌
は

『
ゴ
政
権
の
高
官
、
知
事
、
士
官
の
殆

ん
ど
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
大

半
の
青
年
将
校
は
大
尉
以
上
に
昇
進
し

た
け
れ
ぽ
、
少
な
く
と
も
表
向
き
に
は

カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と

思
い
込
ん
で
い
る
。
仏
教
徒
達
は
政
府

が
物
資
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
優
先
的

に
配
給
し
て
い
る
と
云
っ
て
い
る
。
あ

る
米
人
顧
問
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
構

成
さ
れ
て
い
る
部
隊
は
非
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
の
部
隊
よ
り
も
優
秀
な
装
備
を
し

て
い
る
と
報
告
し
た
…
…
』
と
報
じ
て

い
る
。
然
し
ゴ
大
統
領
と
す
れ
ば
無
理

も
な
い
点
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ベ
ト
ナ

ム
が
南
北
に
分
割
さ
れ
た
の
は
一
九
五

四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
分
割
後
共
産
政
権
下
に
入
る
事

を
好
ま
ぬ
約
九
十
万
人
の
人
々
（
主
と

し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
）
は
北
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
南
ベ
ト
ナ
ム
に
移
動
し
て
来

た
。
ゴ
大
統
領
は
殆
ん
ど
裸
一
貫
で
逃

れ
て
来
た
人
々
に
衣
食
住
の
途
を
構
じ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
又
、
共
産
主
義
と

の
対
決
を
宿
命
と
し
、
熱
心
な
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
で
あ
る
ゴ
大
統
領
に
と
っ
て

は
筋
金
入
り
の
反
共
主
義
者
で
あ
り
、

同
一
宗
徒
で
も
あ
る
此
等
の
人
々
に
期

待
す
る
所
が
大
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
ゴ
大
統
領
が
北
ベ
ト
ナ
ム
出
身

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
重
用
し
た
気
持

に
は
う
な
づ
け
る
も
の
も
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
に
は
程
度
が
あ
る
こ
と
は
云
う

迄
も
な
い
。
そ
の
上
、
南
北
ベ
ト
ナ
ム

人
の
間
の
微
妙
な
関
係
が
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
問
題
に
か
ら
ん
で
南
ベ
ト
ナ
ム
の

仏
教
徒
、
つ
ま
り
大
半
の
南
ベ
ト
ナ
ム

国
民
を
一
層
刺
激
し
た
ら
し
い
。
南
北

ベ
ト
ナ
ム
人
間
の
微
妙
な
関
係
と
は
こ

う
で
あ
る
。

　
十
七
世
紀
頃
ま
で
現
在
の
南
ベ
ト
ナ

ム
に
は
チ
ャ
ム
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が

住
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
南
下
し
た
ベ
ト

ナ
ム
人
が
段
々
に
チ
ャ
ム
人
、
次
い
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
も

の
で
歴
史
的
に
は
南
ベ
ト
ナ
ム
は
ベ
ト

ナ
ム
人
に
と
り
新
開
地
で
も
あ
る
。

　
ザ
ロ
ソ
（
嘉
隆
）
帝
（
一
八
〇
ニ
ー

二
〇
）
の
世
に
作
ら
れ
た
大
南
律
令
は

「
蛮
人
（
原
住
民
）
と
の
交
婚
を
禁
止
」

し
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
南
下
し
た

ベ
ト
ナ
ム
人
と
原
住
民
の
間
で
そ
の
こ

ろ
頻
繁
に
結
婚
が
行
な
わ
れ
て
い
た
事

を
物
語
っ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の

た
め
か
、
北
ベ
ト
ナ
ム
人
と
南
ベ
ト
ナ

ム
人
と
は
顔
形
が
一
寸
違
う
。
風
俗
習

慣
に
も
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

性
格
も
一
般
的
に
北
ベ
ト
ナ
ム
人
は
働

き
者
で
あ
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
人
は
の
ん

び
り
し
て
い
る
。

　
戦
前
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
印
政
庁
は

人
口
過
剰
に
悩
ん
で
い
る
北
ベ
ト
ナ
ム

人
を
出
来
る
だ
け
南
ベ
ト
ナ
ム
に
移
住

さ
せ
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
が
、
の
ん

び
り
者
の
南
ベ
ト
ナ
ム
人
は
働
き
者
の

北
ベ
ト
ナ
ム
人
に
職
場
を
と
ら
れ
る
場

合
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
利
害
関
係
、

風
俗
、
習
慣
の
違
い
な
ど
が
絡
み
あ
っ

て
同
じ
ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
り
な
が
ら
、

南
ベ
ト
ナ
ム
人
と
南
ベ
ト
ナ
ム
に
い
る

北
ベ
ト
ナ
ム
人
と
は
折
合
い
が
よ
く
な

か
っ
た
。
互
い
に
相
手
を
他
国
者
馨
し

結
婚
も
避
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
な
の
に
分
割
後
、
約
九
十
万
の

北
ベ
ト
ナ
ム
人
が
移
動
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
彼
ら
に
対

す
る
同
情
心
よ
り
も
警
戒
心
の
方
が
先

立
っ
た
様
で
あ
る
。
し
か
も
ゴ
大
統
領

は
南
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
行
き
す
ぎ
と
み

え
る
保
護
政
策
を
と
っ
た
。
そ
れ
が
、

南
ベ
ト
ナ
ム
人
に
は
カ
チ
ン
と
来
た
。

つ
ま
り
ω
嫌
う
北
ベ
ト
ナ
ム
人
が
南
ベ

ト
ナ
ム
に
多
量
に
入
っ
て
来
た
。
＠
彼

ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
。
0
9
ゴ

大
統
領
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
。

㊥
故
に
ゴ
大
統
領
は
彼
ら
を
偏
愛
し
て

い
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

た
灘
齢
齢
輪
陰
欝

し
か
も
ゴ
政
権
に
対
し
て
抱
い
て
い
る

日
頃
の
不
満
が
彼
等
の
怒
り
を
激
し
く

さ
せ
た
ら
し
い
。

　
　
ゴ
大
統
領
と
兄
弟
達

　
ゴ
大
統
領
は
ユ
エ
の
名
門
の
出
。
六

人
兄
弟
の
三
番
目
で
兄
の
コ
イ
は
戦
後

共
産
ゲ
リ
ラ
に
殺
害
さ
れ
た
が
他
の
兄

弟
は
一
九
五
四
年
七
月
ゴ
政
権
設
立
と

共
に
栄
光
の
道
を
歩
ん
だ
。
事
実
、
ゴ

大
統
領
の
兄
弟
、
姻
族
は
宗
教
界
、
官

界
の
要
職
を
占
め
て
い
る
。
彼
等
の
中

尊
に
ゴ
・
ジ
ソ
・
ニ
ュ
ー
夫
妻
の
挙
動

が
常
に
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
ニ
ュ
ー
政
治
顧
問
は
秘
密
警
察
、
特

殊
部
隊
、
共
和
青
年
団
を
ひ
き
い
此
等

の
組
織
を
バ
ッ
ク
と
し
て
ゴ
政
権
の
最

大
の
実
力
者
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
夫
人
は
先
般
「
．
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
発

言
」
を
し
て
全
世
界
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を

か
っ
た
が
仲
々
の
ヤ
リ
手
で
、
国
会
議

員
と
し
て
婚
姻
法
の
立
法
に
た
つ
さ
わ

り
、
一
夫
多
妻
、
め
か
け
制
度
を
徹
廃

し
、
末
成
年
者
の
飲
酒
の
禁
止
、
ダ
ン

ス
の
取
締
り
等
で
功
績
を
あ
げ
た
。
又

一
方
南
ベ
ト
ナ
ム
婦
人
連
盟
を
結
成
し

婦
人
運
動
を
指
導
し
た
。
し
か
し
彼
女

に
対
す
る
一
般
民
衆
の
目
は
か
な
り
批

判
的
で
、
一
九
六
〇
年
十
一
月
ク
ー
デ

タ
ー
を
お
こ
し
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊

は
そ
れ
が
失
敗
に
帰
し
た
が
、
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
に
ニ
ュ
ー
夫
妻
の
追

放
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
以
て

し
て
も
南
ベ
ト
ナ
ム
人
の
彼
女
に
対
す

る
感
情
が
想
像
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
苦
し
い
ア
メ
リ
カ
の
立
場

　
前
述
の
よ
う
に
南
ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教

徒
問
題
は
根
深
く
、
も
は
や
単
な
る
宗

教
問
題
で
な
く
政
治
問
題
化
し
て
い

る
。
然
し
ゴ
政
権
は
弾
圧
に
よ
り
こ
の

問
題
解
決
を
は
か
り
、
雪
月
一
二
日
に

は
戒
厳
令
を
断
行
し
、
仏
教
徒
に
同
情

し
て
立
ち
上
っ
た
学
生
に
も
仮
借
な
き

弾
圧
を
加
え
た
。
こ
の
ヤ
リ
方
に
困
惑

し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
過
去
、
反
共
と
、
ゴ
政

権
育
成
の
た
め
総
額
二
五
億
ド
ル
に
及
ぶ

経
済
、
軍
事
援
助
を
つ
ぎ
こ
み
一
万
四

千
名
の
軍
事
顧
問
を
投
入
し
て
来
た

が
、
ゴ
政
権
は
国
民
の
大
多
数
を
占
め

る
仏
教
徒
と
衝
突
し
、
自
ら
共
産
ゲ
リ

ラ
（
ベ
ト
コ
ン
、
約
二
子
五
千
）
に
且

つ
る
ス
キ
を
与
え
る
形
と
な
り
、
そ
の

上
国
際
世
論
、
特
に
隣
接
す
る
仏
教
諸

国
の
ゴ
政
権
に
対
す
る
風
当
り
が
強
く

な
り
、
ア
メ
リ
カ
も
黙
視
出
来
な
く
な

っ
て
来
た
。

　
米
国
務
省
は
八
月
一
二
日
「
仏
教
指

導
者
に
対
す
る
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
弾

圧
行
為
を
遺
憾
と
す
る
」
旨
の
声
明
を

発
表
し
、
次
い
で
八
月
二
六
日
「
我
々

が
現
在
入
手
し
て
（
二
頁
へ
四
段
へ
）
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訪
中
日
本
仏
教
代
表
団
よ
り
便
り

盛
大
な
鑑
真
和
纏
頭
讃
行
事

南
べ
問
題
臨
時
集
会
に
も
出
席

　
既
報
の
訪
中
日
本
仏
教
代
表
団
（
金

剛
秀
一
団
長
）
一
行
漢
名
は
去
月
二
十

七
日
離
日
後
中
国
各
地
に
お
け
る
鑑
真

和
上
裳
世
一
千
二
百
年
記
念
行
事
に
参

列
し
て
い
る
が
、
今
般
次
の
よ
う
な
報

告
が
同
団
秘
書
長
柳
了
堅
師
よ
り
あ
っ

た
。
　
　
　
　
記

九
月
二
十
七
目
　
香
港
着
、
帝
国
飯
店

　
　
　
　
　
　
宿
泊

〃
　
二
十
入
目
　
香
港
発
、
広
州
市
着

　
市
内
観
光
、
夜
同
市
仏
教
会
歓
迎
会

　
出
席

－
－
　
二
十
九
日
　
広
州
飛
行
場
よ
り
北

、
京
へ
出
莞
、
午
後
四
時
北
京
飛
行
場

　
着
、
新
僑
飯
店
投
宿

〃
　
三
十
日
　
午
前
十
時
中
国
仏
教

　
協
会
（
広
済
寺
）
訪
問

〃
　
　
〃
　
　
　
午
後
七
時
国
慶
節
前

　
夜
祭
に
招
待
さ
る
。
人
民
大
会
堂
に

　
五
千
人
が
参
加
。

十
月
　
一
　
日
　
午
前
十
時
国
慶
節
に

　
参
列
、
天
安
門
前
大
広
場
に
百
万
人

　
参
加
、
盛
儀
を
極
む
。
午
後
目
程
打

　
合
せ
、
自
由
行
動
、
夜
七
時
国
慶
節

　
交
歓
会
に
参
列
。

－
－
　
　
二
　
日
　
仏
舎
利
塔
参
拝
（
霊

　
光
寺
境
内
）
十
三
層
の
立
派
な
も
の

　
が
昨
年
二
億
五
千
万
円
で
中
国
仏
教

　
協
会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
比
い

　
で
万
寿
山
周
遊
。
夜
民
族
文
化
宮
に

　
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
案
内
さ
る
。

－
－
　
　
三
　
日
　
午
前
十
時
よ
り
広
済

寺
に
お
い
て
中
国
仏
教
協
会
、
日
本

仏
教
代
表
団
共
催
に
て
鑑
真
大
旧
記

　
日
大
法
要
が
開
か
れ
、
一
同
装
束
を

　
つ
け
て
参
勤
読
経
を
な
す
。
北
京
の

　
僧
侶
二
百
名
、
居
士
百
病
名
が
参
列
。

　
正
午
北
京
飯
店
に
お
け
る
準
備
委
員

　
会
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
、
金
剛
団

　
長
、
大
西
代
表
が
夫
々
代
表
挨
拶
を

　
な
す
。
午
後
三
時
半
よ
り
六
時
半
迄

　
に
仏
学
院
（
法
源
寺
内
）
視
察
す
。

教
職
員
、
学
生
八
十
名
に
団
長
、
狭

　
川
明
俊
師
挨
拶
。
各
代
表
も
拶
挨
を

　
な
す
。

〃
　
　
四
　
日
　
午
後
三
時
よ
り
政
協

会
堂
に
於
て
鑑
真
大
師
準
備
委
員
会

　
（
中
国
各
団
体
に
よ
っ
て
国
家
的
構

　
成
を
な
す
）
の
記
念
大
集
会
に
参
列
。

司
会
対
外
文
書
会
長
、
趙
果
汁
主
任

委
員
の
経
過
報
告
、
金
剛
団
長
の
講

　
演
、
安
藤
文
化
界
代
表
団
長
の
講
演

後
、
鑑
真
像
の
贈
呈
、
仏
教
代
表
団

　
長
か
ら
揚
州
の
記
念
堂
へ
お
く
る
、

　
日
本
遺
徳
奉
出
会
よ
り
の
大
香
炉
を

贈
呈
し
、
一
同
読
経
を
な
す
。
千
五

百
有
余
名
が
参
列
。
午
前
九
時
中
日

友
好
協
会
創
立
大
会
に
出
席
（
於
政

協
会
堂
）
、
中
日
朝
野
約
二
千
名
参

加
、
大
西
長
老
が
演
説
す
。
夜
七
時

　
よ
り
人
民
大
会
堂
に
於
け
る
日
本
工

業
展
の
開
会
を
明
日
に
控
え
、
中
国

貿
易
促
進
委
員
会
南
会
長
の
招
待
会

　
に
参
席
、
石
橋
湛
山
早
旦
日
本
人
関

係
者
、
中
国
各
界
よ
り
約
一
千
名
が

出
席
す
。

1
1
　
　
五
　
日
　
午
前
八
時
五
十
分
北

京
空
港
よ
り
西
安
市
へ
向
い
、
午
後

　
一
時
半
着
。

〃　〃　〃　〃　　　〃　　　〃

　　　　へ　拝
　　　　帰　　。
十十九八る七　ナ
＿　　　　　　　　 o

日日日日　日　日

六
　
日
　
西
安
の
各
大
寺
を
巡

西
安
よ
り
空
路
北
京

北
京
よ
り
上
海
へ
。

上
海
に
滞
在
。

丁
丁
に
到
着
し
滞
在

丁
丁
よ
り
南
京
へ
。

〃
十
二
、
十
三
日
南
京
に
滞
在
。
留
出

　
寺
に
て
鑑
真
大
師
像
を
安
置
す
る
た

　
め
の
法
要
が
営
ま
れ
参
列
し
、
終
っ

　
て
各
寺
を
巡
拝
す
。

十
月
　
十
四
日
　
南
京
よ
り
揚
州
へ
。

〃
　
　
十
五
日
　
揚
州
法
浄
寺
に
て
鑑

　
真
大
師
記
念
堂
鍬
入
式
に
参
列
。

－
－
　
　
十
六
日
　
揚
州
よ
り
上
海
へ
。

〃
　
　
十
七
日
　
上
海
よ
り
北
京
へ
。

1
1
　
　
十
八
日
　
北
京
に
て
南
ベ
ト
ナ

　
ム
問
題
に
関
す
る
東
南
ア
ジ
ア
十
一

　
力
国
（
中
華
人
民
共
和
国
、
北
朝
鮮

　
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
ベ
ト
ナ
ム
、
南
ベ

　
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

　
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ヤ
、
日
本

　
ほ
か
）
代
表
者
。
臨
時
集
会
に
出
席

－
－
　
　
二
十
日

〃
　
　
一
二
日
　
早
朝
広
州
着
。
午
後

　
よ
り
肇
慶
へ
。
栄
辱
法
師
（
鑑
真
和

　
上
を
迎
え
る
た
め
渡
下
せ
し
日
本

　
僧
）
の
逝
去
さ
れ
た
こ
の
地
に
お
い

　
て
一
同
礼
拝
、
読
経
を
な
す
予
定
。

　
今
回
中
国
仏
教
協
会
が
記
念
碑
を
建

　
立
し
た
。

〃
　
　
二
二
日
　
広
州
へ
帰
り
同
夜
宿

　
泊
。
1
1
　
　
二
三
日
　
午
前
中
に
広
州
を
出

発
し
、
列
車
に
て
香
港
へ
。
午
後
一

　
時
頃
香
港
到
着
の
予
定
。
同
夜
香
港

宿
泊
。

〃
　
　
二
四
日
　
午
後
空
路
香
港
発
、

　
夕
刻
羽
田
到
着
の
予
定
。

　
さ
て
大
変
御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
御
変
り
な
く
為
法
に
御

尽
粋
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。
日
夜
団
の

事
務
に
忙
殺
さ
れ
、
十
分
な
連
絡
も
出

来
ま
せ
ん
。
お
蔭
様
で
誰
一
人
と
し
て

事
故
も
な
く
元
気
一
杯
各
地
を
巡
回
い

た
し
て
お
り
ま
す
故
、
御
休
落
下
さ

い
。
な
お
帰
国
は
当
初
よ
り
や
や
遅
れ

二
十
四
日
夜
羽
田
着
と
予
定
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
各
位
の
御
健
康
を
念
じ
つ

つ
筆
を
置
き
ま
す
。
　
　
　
　
敬
具

　
十
月
八
日
　
上
海
へ
出
発
直
前
記
す

　
　
　
　
訪
中
日
本
仏
教
代
表
団

　
　
　
　
　
　
団
　
長
金
剛
秀
一

　
　
　
　
　
　
秘
書
長
柳
　
了
堅

　
な
お
一
行
は
十
月
二
十
四
日
帰
国
す

る
が
、
全
仏
、
鑑
真
和
上
月
讃
会
共
催

の
帰
国
歓
迎
会
は
翌
二
十
五
日
午
後
五

時
か
ら
東
京
音
羽
の
真
言
宗
豊
山
派
宗

務
所
講
堂
で
開
く
。

（
一
頁
よ
り
つ
づ
く
）
い
る
情
報
で
は

サ
イ
ゴ
ン
に
於
け
る
寺
院
襲
撃
や
男
女

僧
の
逮
捕
は
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
部
の
命
令

と
は
関
係
な
く
、
特
殊
部
隊
の
小
さ
な

集
団
に
支
援
さ
れ
た
警
察
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
の

声
明
を
出
し
た
。
　
「
特
殊
部
隊
の
小
さ

な
集
団
」
と
は
ニ
ュ
ー
政
治
顧
問
の
ひ

き
い
る
特
殊
部
隊
三
個
大
隊
を
指
し
た

も
の
ら
し
い
。
米
国
務
省
側
の
ネ
ラ
イ

は
①
南
ベ
ト
ナ
ム
を
混
乱
さ
せ
た
責
任

を
ニ
ュ
ー
夫
妻
に
負
わ
せ
て
そ
の
引
退

を
迫
り
、
②
ゴ
大
統
領
の
下
に
事
態
の

収
拾
を
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
委
せ
る
、
こ

と
に
あ
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

米
側
の
意
途
は
見
事
に
は
つ
れ
、
翌
二

七
日
南
ベ
ト
ナ
ム
統
合
参
謀
本
部
は

「
仏
教
徒
襲
撃
の
全
責
任
は
軍
部
に
あ

る
」
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
方
ゴ
大
統
領
は
二
八
日

仏
教
徒
代
表
と
会
見
し
仏
教
徒
と
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
の
平
等
尊
重
を
確
約
し
、

逮
捕
し
た
学
生
全
員
を
釈
放
す
る
な
ど

軟
化
作
戦
を
打
ち
出
し
、
ゴ
政
権
の
体

質
改
善
を
ね
ら
う
米
国
側
と
対
決
す
る

気
構
え
を
見
せ
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
は
九
月
二
日
の
全
米
テ
レ
ビ
放
送

で
「
ア
メ
リ
カ
は
引
続
き
南
ベ
ト
ナ
ム

政
府
の
共
産
ゲ
リ
ラ
掃
滅
を
援
助
す
る

が
、
ゴ
政
権
が
民
衆
の
支
持
を
回
復
せ

ぬ
か
ぎ
り
そ
の
戦
い
に
は
勝
て
な
い
」

と
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ユ
エ
に
端

を
発
し
た
ゴ
政
権
と
仏
教
徒
の
衝
突
は

大
き
く
発
展
し
、
更
に
は
ゴ
政
権
と
ア

メ
リ
カ
と
の
対
立
に
進
ん
で
い
る
。
南

ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
情
勢
に
は
ま
こ
と
に

複
雑
な
る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
全
仏
で
は
南
ベ
ト
ナ
ム
事
件
の
真
相

を
究
明
す
る
た
め
、
十
月
末
に
現
地
調

査
団
を
派
遣
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
た
が
、
こ
れ
は
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
日

本
仏
教
徒
協
議
会
（
代
表
清
水
谷
恭
順

師
）
側
の
意
向
と
し
て
全
日
本
の
仏
教

徒
が
一
丸
と
な
っ
て
苦
悩
す
る
南
ベ
ト

ナ
ム
仏
教
徒
を
救
援
す
る
こ
と
が
本
来

の
意
味
で
あ
り
、
全
仏
の
常
務
理
事
会

（
十
月
二
六
日
開
催
）
で
も
こ
の
真
意

を
受
入
れ
、
今
後
は
全
仏
自
体
で
救
援

活
動
に
の
り
出
す
と
云
う
腹
が
ま
え
が

出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
土
仏
中
山

国
際
局
長
は
十
月
三
十
一
日
午
前
十
一

時
十
五
分
羽
田
発
の
A
F
…
機
で
サ
イ
ゴ

ン
へ
撃
っ
た
。

　
全
仏
国
際
局
へ
は
そ
の
後
続
々
と
南

ベ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
を
救
え
と
云
う
要
請

や
署
名
簿
、
或
い
は
浄
財
が
寄
書
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
特
に
長
崎
市
仏
教
連
合

会
（
本
原
尊
重
会
長
）
か
ら
は
合
計
一

万
五
千
人
の
市
内
寺
院
住
職
檀
信
徒
よ

り
の
署
名
簿
が
送
ら
れ
て
来
て
お
り
、

近
く
池
田
首
相
、
在
日
南
ベ
ト
ナ
ム
大

使
館
な
ど
に
と
ど
け
て
、
日
本
仏
教
徒

の
総
意
と
し
て
強
く
訴
え
る
。

一・　　「一ぜ｝一　　τ3写　　｝
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古
代
の
宗
教
的
情
熱
－
　
　
－
一
2

　
ぬ

…
印
度
古
代
美
術
展
開
く
　
　
　
…

…
…
層
．
落
月
三
日
よ
り
東
京
国
占
ユ
博
物
館
で
一

　
来
る
十
一
月
三
日
よ
り
明
年
一
月
十

二
日
ま
で
、
東
京
上
野
の
国
立
博
物
館

に
お
い
て
、
　
「
イ
ン
ド
古
代
美
術
展
」

が
在
日
イ
ン
ド
大
使
館
、
東
京
国
立
博

物
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
等
の
共
催
に

よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
同
展
覧
会
の
開
会
式
が
十
一

月
二
日
午
後
二
時
か
ら
東
京
国
立
博
物

館
本
館
一
階
正
面
階
段
前
に
於
て
三
笠

宮
妃
殿
下
ら
の
御
臨
席
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
。
な
お
終
っ
て
同
所
に
て

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
。
全

仏
か
ら
も
高
階
薦
仙
会
長
が
出
席
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
美
術
展
は
東
京
に
お
け
る

展
示
が
終
る
と
明
年
一
月
二
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
京
都
市
美
術
館
に

て
開
か
れ
る
。

　
こ
の
展
覧
会
は
イ
ン
ド
古
代
美
術
の

代
表
的
な
も
の
を
系
統
的
に
展
示
し
、

紀
元
前
二
千
五
百
年
頃
の
イ
ン
ダ
ス
丈

明
か
ら
、
百
年
ほ
ど
前
の
も
の
ま
で
合

計
二
百
四
十
七
点
を
並
べ
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
仏
像
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
怪
奇
な
彫

刻
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
石
造
、
青
銅
美
術

が
中
心
を
な
し
て
お
り
、
宗
教
家
、
特

に
仏
教
徒
の
多
数
観
覧
が
の
ぞ
ま
れ
て

い
る
。
　
（
観
覧
料
は
大
人
三
百
円
、
高

大
学
生
二
百
円
、
小
、
中
学
生
百
円
）

駐
日
セ
イ
ロ
ン
大
使

　
　
　
　
新
任
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
開
く

　
本
年
三
月
初
旬
急
逝
さ
れ
た
駐
日
セ

イ
ロ
ン
大
使
故
サ
ー
・
ス
サ
ン
タ
・
デ

・
フ
ォ
ン
セ
カ
氏
の
後
任
と
し
て
、
過

般
着
任
し
た
M
・
M
・
マ
ハ
ル
ー
フ
氏

の
新
大
使
就
任
歓
迎
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ

ィ
が
、
日
本
セ
イ
ロ
ン
協
会
の
主
催
に

よ
り
、
十
月
二
十
三
日
午
後
五
時
か
ら

東
京
千
代
田
区
三
番
町
の
霞
友
会
館
に

お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

全
仏
を
代
表
し
て
中
山
国
際
局
長
が
出

席
し
敬
意
を
表
し
た
。

　
な
お
新
大
使
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
名
家

の
出
身
で
回
教
徒
で
あ
る
が
、
一
九
五

七
年
以
来
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ソ
ド
ネ

シ
ヤ
、
ア
ラ
ブ
連
合
駐
在
大
使
を
歴
任

さ
れ
た
。

熟
酔
国
立
記
念
レ
セ
プ
シ
．
ン

　
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
（
グ
ェ
ソ
・

フ
イ
・
ニ
ア
大
使
）
で
は
十
月
二
十
六

日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
港
区
芝
高
輪

の
光
輪
閣
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
立

記
念
レ
セ
プ
シ
・
ソ
を
開
催
す
る
。

　
当
日
は
全
仏
か
ら
も
局
長
、
部
長
ら

数
名
が
列
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

　
ビ
ル
マ
仏
教
研
究
に

　
　
　
　
留
学
す
る
田
宮
師

　
ビ
ル
マ
に
お
け
る
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ

仏
教
を
研
究
し
、
併
せ
て
戦
跡
弔
慰
の

旅
に
出
発
し
よ
う
と
云
う
日
本
僧
が
い

る
。
こ
の
人
は
曹
洞
宗
所
属
の
方
で
田

宮
華
商
師
（
3
7
才
）
、
新
潟
市
附
舟
町

一
丁
目
興
源
寺
住
職
で
、
出
来
れ
ぽ
明

年
末
ま
で
に
三
ケ
月
の
予
定
で
ビ
ル
マ

の
小
乗
仏
教
研
究
の
目
的
と
、
第
二
次

大
戦
で
多
数
の
犠
牲
者
の
出
た
同
地
各

所
の
弔
慰
を
兼
ね
て
出
発
し
た
い
由
で

あ
る
。
全
仏
で
は
と
り
あ
え
ず
、
か
つ

て
ビ
ル
マ
派
遣
留
学
僧
と
し
て
活
躍
し

た
五
島
行
宣
師
（
東
京
世
田
谷
区
東
玉

川
町
同
行
寺
）
や
、
ビ
ル
マ
各
地
の
弔

慰
の
旅
を
つ
づ
け
ら
れ
た
鈴
木
錬
成
師

（
宮
城
県
女
川
町
妙
照
寺
）
ら
に
交
渉

す
る
よ
う
田
宮
師
に
依
頼
し
た
。

ハ
ワ
イ
カ
ネ
オ
へ
に

　
妙
心
寺
派
代
表
の
訪
中
延
期

　
　
　
明
春
渡
航
に
決
ま
る

　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
古
川
大
航
管
長

ら
一
行
八
名
は
、
三
教
と
親
善
を
か
ね

て
十
月
十
五
日
に
中
華
民
国
（
台
湾
）

を
訪
問
す
る
予
定
で
準
備
を
す
す
め
て

い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
中
国
仏
教
会
（
白

聖
理
事
長
）
よ
り
九
月
中
旬
台
湾
を
襲

っ
た
台
風
禍
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
蒙

り
、
た
め
に
充
分
な
歓
迎
も
出
来
な
い

の
で
残
念
な
が
ら
招
請
を
見
合
せ
た
い

と
書
面
で
申
越
し
て
来
た
。
な
お
明
年

四
月
頃
に
あ
ら
た
め
て
お
招
き
し
た
い

意
向
な
の
で
妙
心
寺
派
で
は
こ
の
こ
と

を
了
承
し
、
過
日
全
仏
国
際
局
を
通
じ

て
中
国
仏
教
会
あ
て
に
回
答
し
た
。

京
都
平
等
院
を
建
立
か

日
系
人
の
精
神
浄
化
が
目
的

　
ハ
ワ
イ
の
三
世
、
四
世
の
日
系
人
の

精
神
面
の
浄
化
と
、
母
国
日
本
に
対
す

る
郷
愁
を
満
た
す
目
的
で
、
ハ
ワ
イ
の

カ
ネ
オ
へ
に
日
本
寺
院
を
建
設
す
る
計

画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
先
般
こ
の
計
画
に
タ
ッ
チ
し
て
い
る

漢
谷
の
寺
院
記
念
公
園
ワ
イ
キ
キ
開
発

会
社
の
副
総
支
配
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヴ

イ
ッ
ク
、
同
社
渉
外
部
チ
ャ
ー
ル
ズ
．

B
・
須
田
の
両
氏
が
全
仏
を
訪
れ
こ
の

計
画
に
対
す
る
全
仏
の
協
力
方
を
依
頼

し
て
来
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
同
社
は
ハ
ワ
イ
の
カ

ネ
オ
へ
（
ホ
ノ
ル
ル
郊
外
）
に
百
万
坪

の
土
地
を
買
い
入
れ
、
此
処
へ
京
都
の

宇
治
平
等
院
を
模
し
た
寺
院
を
建
立
し

（
本
堂
は
比
叡
山
延
暦
寺
大
講
堂
と
同

型
の
も
の
）
、
そ
の
中
に
釈
尊
像
（
一

丈
）
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
、
内
部
に

は
各
宗
派
宗
祖
像
（
五
尺
）
を
掲
げ
、

そ
の
寺
院
の
周
囲
に
現
在
ハ
ワ
イ
聖
教

に
尽
力
し
て
い
る
六
宗
派
本
山
（
東
・

西
両
本
願
寺
、
曹
洞
宗
、
高
野
山
真
言

宗
、
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
）
の
庭
園
を
模

し
た
庭
を
敷
設
し
た
い
と
云
う
大
が
か

り
な
構
想
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
前
述

の
と
お
り
日
系
人
の
精
神
的
浄
化
と
、

郷
愁
を
満
た
す
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の

大
寺
院
完
成
の
暁
に
は
裏
山
に
仏
舎
利

塔
を
建
立
す
る
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
①
同
時
に
宿
泊
し
、
種
々
の
行

事
を
担
当
し
布
教
に
あ
た
る
僧
侶
は
六

ケ
月
交
替
で
輪
番
制
に
よ
り
日
本
か
ら

派
遣
さ
れ
た
い
こ
と
。
②
庭
園
を
飾
る

石
や
塔
籠
そ
の
他
を
各
本
山
か
ら
払
い

下
げ
る
こ
と
に
関
す
る
協
力
の
件
、
③

関
係
各
宗
代
表
、
全
仏
代
表
ら
を
落
成

式
典
に
招
請
す
る
こ
と
、
④
目
本
に
お

け
る
仮
連
絡
所
を
全
仏
内
に
設
け
て
頂

き
た
い
の
四
点
に
つ
い
て
全
仏
の
斡

旋
、
協
力
方
を
依
頼
し
た
。

　
な
お
こ
れ
ら
に
要
す
る
一
切
の
費
用

は
右
開
発
会
社
が
負
担
す
る
由
で
あ
り

行
く
行
く
は
墓
地
等
の
開
発
に
も
着
手

し
た
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
全
仏
と
し
て
は
本
件
に
つ
い
て
取
り

追
え
ず
来
日
中
の
本
願
寺
派
ハ
ワ
イ
開

教
総
監
森
川
智
徳
師
に
対
し
種
々
内
意

を
伺
う
書
面
を
提
出
し
た
。

森
川
智
徳
師
を
囲
む
会

　
長
年
に
亘
っ
て
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

ハ
ワ
イ
開
教
総
監
と
し
て
開
教
に
尽
力

し
て
い
る
森
川
智
徳
師
を
囲
む
会
は
、

田
丸
道
忍
、
常
光
浩
然
両
師
が
発
起
人

と
な
っ
て
、
来
る
十
月
二
十
七
日
午
後

五
時
か
ら
東
京
日
比
谷
松
本
楼
に
て
開

催
す
る
。

　
当
日
は
田
田
麻
布
事
務
総
長
ら
局
部

長
、
常
務
理
事
が
．
多
数
出
席
す
る
予

定
。

橋
本
凝
胤
師
南
越
へ

　
核
禁
平
和
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧

州
各
地
を
訪
問
し
て
い
る
佐
瀬
淳
光
師

か
ら
全
等
国
際
局
へ
と
ど
い
た
通
信
に

よ
る
と
、
橋
本
凝
胤
師
は
パ
リ
で
一
行

か
ら
別
れ
て
南
ベ
ト
ナ
ム
の
現
地
に
赴

き
、
今
回
の
事
件
の
真
相
調
査
を
行
な

う
こ
と
に
な
っ
た
由
で
あ
る
。
な
お
同

師
の
帰
国
は
十
一
月
二
日
頃
の
予
定
。
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◎
真
宗
大
谷
派
で
は
同
朋
会
運
動
を
前

進
さ
せ
る
た
め
に
、
終
戦
後
の
混
乱
期

の
二
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
宗
憲

の
再
検
討
を
迫
ら
れ
、
去
る
六
月
の
定

宗
で
宗
憲
改
正
の
件
が
議
決
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
宗
憲
調
査
会
を
九
月
一
日

発
足
さ
せ
た
。
同
旨
は
、
▼
総
則
、
教

学
関
係
、
▼
機
関
、
本
山
、
地
方
行
政

宗
議
会
関
係
、
▼
寺
院
、
公
益
事
業
、

堂
班
制
度
、
財
務
関
係
の
三
部
門
に
分

け
、
調
査
審
議
を
す
す
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

◎
奈
良
六
大
寺
で
寺
宝
物
類
の
貸
出
轟

き
め
る
。
奈
良
の
有
名
六
大
寺
で
組
織

スユ…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仏教界二
祥
天
な
ど
は
五
十
万
円
、

生
仏
や
興
福
寺
の
仏
頭
は
三
十
万
円

と
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
わ
た
っ
て
料
金

が
決
め
ら
れ
、
そ
の
他
重
要
文
化
財
は

十
万
円
を
基
準
と
し
て
、
関
係
者
が
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
料
金
の
徴
集
は
営
利
を
目
的
と
し

た
も
の
に
限
る
と
い
う
。
従
っ
て
博
物

館
な
ど
へ
の
出
陳
は
別
問
題
と
さ
れ
て

い
る
。

◎
高
野
山
真
言
宗
で
は
来
た
る
昭
和
四

十
年
の
開
創
一
千
一
百
五
十
年
記
念
法

会
（
四
月
一
日
一
五
月
二
十
日
）
の
五
十

日
間
に
団
参
一
〇
〇
万
人
を
予
想
し
、

大
阪
に
団
参
事
務
所
を
設
け
、
全
国
を

’
す
る
欝
欝
会
（
東
大
寺
、
法

隆
寺
、
興
福
寺
、
薬
師
寺
、

唐
招
提
寺
、
西
大
寺
）
で
は

昨
年
末
、
営
利
を
目
的
と
し

た
寺
宝
の
撮
影
料
金
を
徴
集

す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
寺
宝
類
の
貸
出
し
に
も

料
金
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
貸
出
料
は
、

輸
送
日
数
を
含
め
て
二
十
目

以
内
と
し
、
有
名
な
法
隆
寺

の
夢
殿
観
音
や
薬
師
寺
の
吉

　
　
　
　
　
　
東
大
寺
の
誕

八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
全
国
に
約
六
〇

の
地
方
団
参
本
部
を
発
足
さ
せ
る
な
ど

大
童
で
あ
る
が
、
八
月
七
日
、
高
野
山

開
創
奉
讃
会
を
新
大
阪
ホ
テ
ル
で
発
会

さ
せ
、
会
長
に
佐
藤
栄
作
国
務
大
臣
が

就
任
し
た
。

◎
人
事
関
係

天
台
寺
門
宗

　
管
長
に
中
村
鍵
寿
、
宗
務
総
長
に
大

岡
俊
譲
両
朝
が
就
任
し
た
。

大
阪
府
仏
教
会

　
会
長
に
間
野
敬
重
師
（
真
宗
大
谷
派
）

が
再
選
さ
れ
た
。

訓
覇
理
事
長
歓
送
会

　
　
　
全
青
藍
、
全
仏
共
催
で
開
催

　
既
報
の
と
お
り
全
仏
新
理
事
長
訓
覇

信
雄
師
は
大
谷
派
の
宗
務
を
お
び
て

米
、
南
米
、
欧
州
各
地
へ
出
発
さ
れ
た
が

そ
れ
に
先
立
っ
て
全
仏
、
全
青
教
共
催

に
よ
る
渡
航
歓
送
会
が
十
月
八
日
午
前

十
一
時
よ
り
東
京
音
羽
の
真
言
宗
豊
山

派
宗
務
所
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

　
会
は
先
づ
白
川
良
純
氏
の
司
会
で
、

阿
部
竜
伝
全
仏
総
務
局
長
が
開
会
挨
拶

を
な
し
、
麻
布
照
海
事
務
総
長
の
歓
送

の
辞
、
つ
い
で
平
林
宥
高
全
青
函
事
務

総
長
が
挨
拶
。
次
に
訓
覇
理
事
長
が
立

っ
て
挨
拶
を
な
し
、
　
「
こ
の
機
会
に
各

国
の
青
少
年
教
化
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に

調
査
し
て
来
た
い
」
と
述
べ
た
。
つ
づ

い
て
金
子
弁
浄
全
港
常
務
理
事
が
立
っ

て
、
気
軽
に
平
安
な
旅
を
つ
づ
け
ら
れ

再
度
び
英
姿
に
接
し
た
い
と
挨
拶
を
な

し
、
来
馬
道
断
師
の
発
声
に
て
乾
杯
を

行
い
会
食
に
入
っ
た
。
つ
い
で
、
テ
ー

ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
に
移
り
、
宮
前
鳳
洲
、

為
郷
恒
淳
図
師
が
夫
々
挨
拶
を
な
し
、

司
会
者
よ
り
理
事
長
の
全
ス
ケ
ヂ
ュ
ー

ル
の
発
表
が
あ
り
、
全
青
教
事
務
局
次

長
浅
井
堅
教
師
の
閉
会
の
辞
で
会
を
閉

ぢ
た
。
当
日
は
全
仏
側
、
全
青
教
側
か

ら
約
三
十
名
が
出
席
し
た
。

　
な
お
訓
覇
理
事
長
は
同
日
夜
十
一
時

十
五
分
羽
田
発
の
P
A
A
機
で
出
発
し

た
が
、
中
山
国
際
局
長
が
空
港
ま
で
見

送
っ
た
。
帰
国
は
十
一
月
十
七
日
頃
の

予
定
。神
奈
川
前
仏
理
事
会
開
く

　
神
奈
川
雨
湿
（
会
長
高
橋
隆
天
師
）

で
は
十
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
県
仏
事

務
局
で
理
事
会
を
開
催
し
、
檀
信
徒
大

会
の
推
進
の
件
、
相
互
援
助
組
合
の
推

進
方
法
に
つ
い
て
そ
の
他
墓
地
問
題
等

の
事
項
を
協
議
し
た
が
、
目
下
懸
案
と

な
っ
て
い
る
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
つ
い

て
も
熱
心
に
協
議
し
た
。
当
日
は
全
仏

本
部
か
ら
中
山
国
際
局
長
、
福
井
主
事

が
出
席
し
、
全
仏
の
現
在
ま
で
行
っ
て

来
た
本
問
題
の
経
緯
に
つ
い
て
逐
一
報

告
を
な
し
了
承
を
求
め
た
。

　
第
二
回
島
根
県
仏
教
徒
会
議
開
催

　
　
　
　
南
べ
事
件
に
声
明

　
島
根
県
仏
教
会
に
お
い
て
は
昨
年
、

第
十
回
全
等
大
会
に
刺
激
さ
れ
て
、
最

初
の
県
仏
大
会
を
松
江
市
に
お
い
て
盛

大
に
開
催
し
、
多
大
の
成
果
を
収
め
た

の
で
あ
る
が
、
今
般
、
全
県
下
寺
院
の

賛
同
の
も
と
に
九
月
二
十
九
日
、
同
県

浜
田
市
の
真
光
寺
に
お
い
て
第
二
回
大

会
を
挙
行
し
た
。

　
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
寺
院

僧
侶
と
一
般
檀
信
徒
の
忌
揮
の
な
い
会

議
に
依
っ
て
、
仏
教
徒
と
し
て
の
大
き

な
反
省
と
自
覚
を
深
め
て
ゆ
く
と
共
に

現
代
の
社
会
を
根
元
か
ら
救
う
も
の
、

墨
な
わ
れ
て
ゆ
く
人
間
性
を
回
復
す
る

も
の
、
平
和
を
渇
仰
し
な
が
ら
平
和
に

な
ら
ぬ
人
間
社
会
の
危
機
、
そ
れ
は
一

体
何
故
で
あ
る
か
。
更
に
社
会
浄
化
、

人
造
り
の
基
本
的
構
想
、
寺
院
教
団
の

再
編
成
、
仏
教
人
口
の
組
織
化
、
時
代

に
マ
ッ
チ
し
た
寺
院
の
教
化
活
動
、
或

は
、
仏
教
寺
院
の
政
治
経
済
対
策
、
国

土
の
美
化
運
動
、
青
少
年
対
策
の
諸
問

題
等
憔
眉
の
急
務
に
つ
い
て
心
お
き
な

く
話
し
合
っ
て
、
明
目
え
の
生
活
に
光

明
を
か
か
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
当
日
は
記
念
講
演
と
し
て

中
外
日
報
社
長
吉
田
留
次
郎
氏
の
お
話

が
あ
り
、
又
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
南

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
仏
教
徒
弾
圧
に
対

す
る
抗
議
の
声
明
書
が
満
場
一
致
で
決

定
、
宣
布
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
、
ゴ

ジ
ン
ジ
エ
ム
大
統
領
の
信
仰
の
自
由
の

弾
圧
と
基
本
的
人
権
の
躁
躍
に
対
す
る

断
呼
た
る
抗
議
と
共
に
、
ベ
ト
ナ
ム
仏

教
徒
に
対
す
る
救
援
活
動
を
強
力
に
展

開
推
進
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
仏
教
保
育
協
会
の
年
次
総
会

　
日
本
仏
教
保
育
協
会
（
大
谷
光
照
会

長
）
で
は
、
来
る
十
月
二
九
、
三
〇
の

両
日
に
わ
た
り
、
年
次
総
会
並
に
研
究

集
会
を
静
岡
市
の
八
洲
園
で
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
本
年
は
御
承
知
の
如
く
、
私
立
幼
稚

園
保
育
園
の
興
廃
に
も
か
か
る
保
育
行

政
強
化
問
題
を
中
心
と
す
る
重
要
案
件

が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

全
仏
に
お
い
て
も
、
仏
教
保
育
の
重
要

性
に
か
ん
が
み
、
激
励
と
協
力
の
た
め

本
部
職
員
と
し
て
岩
本
昭
典
組
織
部
長

を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
。

な
お
、
明
年
六
月
初
旬
に
は
静
岡
市
に

お
い
て
第
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
岩
本
部
長
は
こ
の
大
会
準
備
に
当

っ
て
い
る
方
々
と
も
懇
談
し
た
い
意
向

で
あ
る
。

　
野
田
市
（
千
葉
）
仏
教
徒
会
議
開
催

　
野
田
市
仏
教
会
（
勝
田
光
宥
会
長
）

で
は
、
恒
例
の
同
市
文
化
祭
の
一
環
と

し
て
、
市
仏
教
徒
会
議
を
去
る
十
月
二

十
二
日
、
同
市
興
風
会
館
に
お
い
て
開

催
し
た
。
全
書
か
ら
も
、
伊
東
三
三
総

務
部
長
が
出
席
し
て
仏
教
界
の
現
況
を

報
告
し
会
議
を
盛
り
上
げ
た
。

　
又
、
記
念
講
演
と
し
て
、
芝
学
園
理

事
長
松
本
徳
明
博
士
の
お
話
は
満
場
の

会
員
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
こ
の
会
議

の
内
容
に
更
に
一
層
の
華
を
添
え
た
。

更
に
会
議
終
了
後
、
同
会
館
に
お
い
て

記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
く
つ
ろ
い

だ
雰
囲
気
の
中
に
、
仏
教
徒
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
隔
意
の
な
い
意
見

が
開
陳
懇
談
さ
れ
た
。

　
毎
年
こ
の
会
議
を
運
営
さ
れ
る
、
市
「

仏
会
長
勝
田
光
年
師
、
並
に
各
役
員
の

労
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
全
仏
で
は
昨
年
末
よ
り
時
局
対

策
協
議
会
で
、
創
価
学
会
対
策
の

資
料
出
版
を
急
い
で
い
た
が
こ
の

ほ
ど
次
の
と
お
り
完
成
を
見
た
。

　
全
仏
で
は
全
国
同
一
各
位
の
御

一
読
を
切
望
し
て
い
る
。

　
新
　
刊
　
紹
　
介

一、

n
価
学
会
の

　
　
　
　
批
判
的
解
明

　
本
書
は
創
価
学
会
の
実
体
調
査

に
基
づ
き
学
会
の
現
況
と
そ
の
教

義
を
痛
烈
に
解
剖
し
批
判
し
て
い

る
。
　
（
定
価
一
部
二
百
円
三
共
）

二
、
寺
院
の
新
し
い

　
　
　
　
社
会
教
育
活
動

　
仏
教
寺
院
の
布
教
、
社
会
活
動

新
方
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
的
し
て

い
る
。
　
（
一
部
百
四
十
円
三
共
）

　
　
　
　
申
込
は
正
直
組
織
局
へ

∫「マ澱理、ど占’一　　脂‘溜丁　　．噂ギ、


